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はじめに

における

にあたって るなど， して来られた。

『かごしま人紀行 姶良国nでは「スーパ-.レディ」と紹介されている。地

矛、した活動家のふ人として本県の女性のために働き続けられたその足跡は，長く記憶さる

べきものと思われる。

この報告はヲ 1989年10月14.28 B， 11月四日， 12月16日の 4回にわたってヲ姶良町三拾町のお

宅でインタピューし、て得た内容にその後の調査を加え，当時の状況をまじえながら再構成したも

る。

インタビューを重ねるう ιに，

ざまな経験， とりわ

きない萄の多いこと

れを言己5示、することにあったのであるカえ

にある氏のものの見方@考え方等は出生以来のさま

による欧米での長い生活体験を抜きにして

らかとなった。そご は別途まとめ

ることにし，本稿では山路氏の前半生史9 すなわち誕生から，

Fを十了っτ姶良町に落ち着くまでの時期について，仮りにく

にピリオ

>と名付けて述べるも

のである。

なお旬以下文中で を L， いであることをあらかじめお控庁りしてお
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山路澄子は1904(明治37)年 8月31El， 

し〈誕生した。自 まって，

2番5

2人の息子を亡く

1 
丸一母てるの l男 6

「君死にたまふことなかれ」とう f、こった年のことである。

，母てる ったところ。てるは

の短にあたる人である。「長沢鼎」は， 1865 (慶応元)年薩摩藩が15名の若者

を意識して全員が変名を用いた中の 1つで，本名磯永彦輔。

アメリカに渡り，カリフォルニア，サンタローザ近くのフォンテン夕、ロープに農園

の地にとどまり，ワイン vで財を成したことは知られている通りである。その

になった弥之介がてるの父である。それで，澄子からいえば長沢鼎は大
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伊佐山潤子

伯父にあたる。現在でも港区は在日大使館の約 6割が集中する，外国とのつながりの深い所であ

るが，これは江戸幕府が鎖閣を解いて以来の伝統で，明治になってからも欧米文化移入の窓口の

役割を果たして来た。その中で麻布は典型的ないわゆる「山の手J，ハイカラな高級住宅街で

あった。ここに居を構えた赤星弥之介は貿易を営んで、おり，てるはその次女， 1881 (明治13)年

の生まれである。

父，小森雄介は鹿児島市高麗町の出身。士族小森新蔵の六男として1875 (明治 7)年に生まれ

た。造士館から東京帝大に進み，卒業して法学士。衆議院属，台湾銀行書記など勤めた後，ハー

バード大学に 3年間留学，欧米視察をして帰国した翌年， 1909 (明治41)年，第二次桂内閣の逓

信大臣後藤新平の秘書官に。日豊本線の建設等にかかわったことが縁で，秘書官を辞めた後宮崎

県から立候補して政友会系の代議士になったが，政党問の煩しさに嫌気がさして一期で引退，以

後フリーの政治家として活躍し，また同郷の後進の世話などをしていた。

「父は本質的に自由人でしたね」と澄子は言う。また， r私は母の影響を強く受けています」

とも。 7人の子を産み育て，人の出入りの激しい家の主婦として立ち働く母親の姿を，長女で

あった澄子は良く見ていた。

澄子が育ったのは麹町(現在の千代田区麹町)で，ここもまた江戸時代以来の「山の手J，父

方・母方ともに外国とのつながりが濃かったことから澄子はすべて洋風に育てられた。当時とし

ては珍しい，夜はベッドで休むような生活である。後年の外国暮らしがちっとも苦にならなかっ

たというその下地は，すでに澄子の誕生の時から整っていたといえる。

1911 (明治43)年，番町(現在の千代田区六番町)に創設されたばかりの，カトリック系の隻

葉幼稚園・小学校を経て女子学習院中等科に入学。得意な科目は歴史で，特に「西洋史が大好

き」だったそうである。歴史の先生が熱心な人で，同時代に東洋ではこう西洋ではこうと，斬新

な教え方をされたらしい。「それが実に面白くってね」と懐しむ。島崎藤村の「破戒」に感動

し， トルストイやロマン・ロランに親しむ女学生であった。中でもトルストイには傾倒し，後，

1975 (昭和50)年にソ連を訪れた際には日をさいてトルストイの家を訪ね，それがその時一番楽

しかったという程である。この頃から早くも，澄子の，常に世界史的にものを見る目，人道主義

的思想が養われていたことがうかがえる。

1921 (大正10)年学習院高等科に進学するが，翌22年，外務省に入ったばかりの山路章と婚約

して中退。当時の良家の子女にはよくあった「婚約による中退」である。それからしばらく花嫁

修業をする。といっても，澄子の場合海外へ行くことがはっきりしていたので，一般的なお茶お

花の類ではなく， もっぱら英語の勉強と洋裁に励んだということである。

i登子の成長期はちょうどいわゆる「大正デモクラシー」の時代と重なる。政治・社会・文化の

いろいろな面で民主主義的・自由主義的な傾向が強かった時期である。澄子もその影響を多分に

受けている。また，ヨーロッパは第一次世界大戦を経験したが，日本はほとんど戦争らしい戦争

もしないままパリ講和会議に戦勝国の一員として参加，英・米・仏・伊と並んで、会議の主導権を

握る五大国の一角を占め，アジアから初めて世界外交の表舞台に上る固となった。開国以来，欧

米に追いつけとがむしゃらに進んで、来た日本が，ょうやくその目的を遂げようとしつつある時で

。。
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まった。またドイツでにも思そんなこととグ〕

r J 

3月にナヲ自体が，りしていた。ウイーっかりどi年ぶりのドイツ

したためにできたもの mである。

たちカfドイツを

スドイツがオ~ストリア

高いゲシュ午、

とピンデンブルタの死去によりヒトラーは

ヒトラーが首相になった

ヒトラーしていf-O国民のほぼ90ノベ』一セントがヒトラー

にま室るして，

にかわってSS(親衛隊)のハインリヒ。ヒムラ…

ドイツ国内にお付る

ゲシュタネロしてた。 SA

L干
，~ なわれた人々に恐れられるようになる。ニュルンベルクに}。れてタ

レニ・ 1)一一ブェンシェター jレがとトラ…からじきじき大成功をおさめ，

の勝手UJlは?宣伝大臣

らヒトラーとナチス

さ
~

にもかかわらを無視されたゲッベルス映画

なじ出来ために効果的であると認めざるをゲッベルス

~T守しミでは金メダルをのパリら栄えであった。世界的にも重要な記録映画と

、
'"，，) 0 

ヤ二ュ )l'ンfミjレグ+ -J'~ 
o ;;: I、;ヲ

し〆るグヤ人 Pヂされることになり@によってユダヤ人

伊イタリアのよしヂオピところえ1¥

のままであった。

く。

キャンベ}ン反::Lさベルリンオリンビッタラインラントや，

を良くして帰国した。オリンピッケを消し，多くの外国人が歓待

[ショーケース」にしようとしたヒトラ」

からは一時的にドイ

をナチス

ブエンシュタールが記録映画をまたレニ@リf
、、、姐の勝手ljj

さなかったυした。ゲッベルスの妨害はここでも何らの二部作は世界的

スペインのブランコ1)ン， ¥:1... 

トドイツモもオーストリア vごも 99J~ 一七

日によるスペインのゲルニカ

3月オーストリア

ある。オ

っプこo 11月 9日から出した最初るため
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う、ソ Jく

3万人

主〉

の;ま;ブfラスカq:Jち

るコダヤノヘとの夜(クリスタル."}ハト)J かけて?[

もとにドイツ

106 

)V，'/'、

とられることはなく 9

っ7こG

打

を生むことになるユ

のユダ¥γ

ぎ

は600万人とも言われる まっ犬二の

8月，世界をあっと言

イギ l!ス?うすドイツ

るや，

づラン3 Elヲ9月 1日ボ』ランド，.

ヰェコスロヴァキア3月ツ

りである。

}しウェト_.オラング"./~)レヰ::.' ，._ ， )1〆:ヤャそてンブJl/クを

くイ卒、')スだけ

ドイツ外相U:1)ッベン!

ウィンストンーチャ、チル

門口

スも

9月，

6月にはフラ

を崩さなかった。

ろう。

iコップク

な思いを抱いたこと

る。

とからかわれた子供で

たちとる。3月， ?1まうとは?

いており，

u(昭和

も37歳になっていたことから， I 

という

りすァ

のマスコットイしかし「ブ。

在となった。

ある。

12月にはソるモスクワにまソ連ドイツ

日本はアメリカーイギリス

世界中が戦場となった。

まる。同じ12月9

章はヴ、1レカ、 1)この12月，もアメリブ~:. 

りを'.J る。ウィーン

タ._.}".ンけられるごとになる。'その人たちに大いは多く

として知ら日の ECのll::::み1jヒャ jレト、になった。とも矢口り
3 一一一

;T、'・

っ。

であっを味わっ

たちの生活にも

i笥Lみ，

を続けており，

、ri品

J

ど
¥

をA

れている。まだこの頃はドイヅも

になるとサ勺レツ祖プノレタを中心、に田

も

してもい?こ。 lミ
.. 

中立まったしたブルガリアとして

してしており~ 12月には，イギリス@アメリカに日

になミ〉とポリス 3世のファシ

;_2.JJ Aつ、lニーを色jされLラノ'¥)レチザ、ン

この年 1月に

ご閉しては中立を守っていたところマあった。、j
ブ三ヲ

ドイツ三五

けていたブ、)[/

はますま寸激しく

を4月に

の 9fjに降伏したイタリアを基地にした米軍
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それ
中
寸
Gになってちるなど，

おりタ々に力r っていたの♂て+一、"、

ネjL なりることにし fこO~i 4人の子供を渓、というので，でも

は言今。友人っ7こし l

人が借りておいてくれた家に

t しろ子カfいました均、ら。せゾしてや lJ

サ、ゾレツプJl/タ5 Aは逃れる。 4含の多いウイ

らすことになった。り，そごで 1

るつc賑わろスキザルツプルタはモーツアルト誕生の地，

を過ごした思い出 もある。その_l}1.i')レ、ソブ;1，クにしばしではウイー

h
bノ

ふ
U

i
L

、
f
 

にあり，も仁ドだとしミうのに

というのはうヂにをしたそうだ。らく申しわけないくらいのんび、りし

員なのよ。ナチスって言うと 戸、よ。さん鬼か何かのようにおっしゃるけれど9

ったのですから
。
、f
 

j
 

にもっけないようなにならな

はま予ますとし、うごとになっ澄子と

を44年 2月には、/連がブルガリアに宣戦布告タぷz./ナ、 <~1-

"長 乙 ) ~^ 

り3 担回戦線によるノ戸!、
J
4
 

7
 

V
3
ノパルチザン t:

プルガリアと日本とはる。このたしF章 一之』
"(しr

トjレコ♂1イしばらくがl主総:引きあ[:1 

にされる呂に合う。日

たちとの問も全くの音信不通となってしまった。

のことを釘|る由もない。三たの身はどうなったの

るの

た長男はどうロ
M 

にとっては最も/ 
¥ しいコましている

られるという⑥、ノ両軍からもそうこうするうちに， i日オ」ストリア

ーランドのヴイスワードからドイツ軍を
、p

ノ1944年 1月

!り月にはハンガ，)ぃ8月か乙)9月にかけてルーマニア，ブルガリアをJ I rま

も 44年 6)ヲの/ノルマシてし 3た。

8月末にはパげを ベルドぃ， )~.クセンブルク

るとしミう

どうもソ

じ，

ひどさ，特にヲ女性と

るなら米軍の方がいいなどと忠っていた

テ2イー

をさんざゾをおさめつつあった。

どうん問かされていたの止

にやって来そうだという

は当然としは思ったそうであゐ。と;なことになった，
、，

、、-ー

tj [;[ l〆

である。!いよし hよとなったら

と澄子は言ろ。 ところちを?撃ってから。私も臼

び)，心配てfあろう。二円

(〆〈銃はあってもたものの，

う
じこの頃は

Lてみたいんだけれど，

る。

をしたものだけれど，に匂何気ない用、合

なくてつまらないわ。 HJ1IiJiなまってしまったんじゃないかしら。

はよく
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がないのよね」。相手はまさかそれが自殺用の弾丸とは思いもよらない。お安いご用，弾ならい

くらでもと，持って来てくれたのはいいが， rそれが何箱分もで，何百発もあるのよね。び、っく

りしちゃった」そうである。

「自決するつもりでした」と澄子は言った。「今の人はお笑いになるかも知れないけれども，

これはやっぱり日本人の血でしょうかね。辱められるというのは耐えられないことなのね，明治

の人間には。戦争でけがをするのと同じようなものでしょうけれどね」と。長い間外国で暮らし

て，非常に合理的な考え方を持つ澄子であるが，女性の純潔，貞操という点に関しては明治のモ

ラルを捨てることはなかった。

弾も手に入札覚悟も決めて，さあいつソ連軍が攻めて来るかと待ち構えていた時，思いがけ

ずスイス行きのヴィザが出た。ずいぶん前に，何とかしてベルリンまで来いという大使館からの

指示があったのだが，到底ベルリンまでは行けそうもないためスイス当局に申請しておいたもの

であった。

スイスは第一次大戦後国際連盟に加入したが，加盟国と非加盟国の対立が明確になった1938年

に，連邦本部はジュネーブに置いたまま脱退し，完全中立の立場を表明していた。ところがナチ

スドイツがヨーロッパを席巻すると全くの四面楚歌状態となり，中立を守るかどうかについて国

内で意見が割れた。結局，アンリ・ギボン将軍の指導によって中立姿勢を崩さず，ヨーロッパ各

地から戦火を逃れて来る人が絶えなかった。亡命希望者が多すぎて全員を受け入れることができ

ないために審査は厳重を極め，そのためヴィザが下りるまでには相当の時間がかかった。澄子た

ちは外交官の家族ということで身許もしっかりしており，経済状態も上々の部類であったことか

ら入国を許可されたわけで、ある。際どいところで澄子と子供たちは命拾いをした。

ザルツブルクの借家には年老いたコックと，ハンブルク時代から16年も勤めてくれていたナー

スがいた。しかしこの人たちにはヴィザ、が下りない。スイスへの入国が許されたのは澄子と子供

たちだけであり，雇い人までは受け入れてもらえなかったのである。このままザルツブルクに留

まっていれば彼女たちの身も危険で、あることに変わりはない。しかしヴィザがなければ国境を越

えることは不可能である。残される者の気持ちはどんなものであったろう。澄子はせめてできる

ことをと考えて，向こう 1年間今の借家を続けて借りる契約をし，充分な給金を置いて出発する

ことにした。

別れの時，ザルツブルクの友人たちに「あなた方の国は危いから私たちはスイスへ逃げます，

とは言えないのよね。現にドイツはもう負けるとわかっていて，彼らも自分の国は終わりだと

思っているのだけれど，それはお互い明らさまに口には出せないことでしょう。それで，ここに

いたのでは主人とどうしても連絡がとれない，スイスへ行けば何とか連絡がつくだろうから，と

にかく行かなければならない，というのを口実にして，戦争が終わったらまた戻って来ると約束

して」出かけたそうである。「口実」ということばに澄子の思いがよく表れていた。それでらも，

最後まで雇い人たちはよく尽くしてくれ，駅へ行く足がないというと，ザルツブルクの人達はど

こからかパスを調達して来てくれ，また，村の人々も可能な限りの協力を惜しまなかったとか。

これも澄子の人柄であろうか。
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る。この月，ポ」ザランド(!コワ

ミの危い脱出であった。

した。が，ホテ )1/暮らしはい

ブラームスが住んで、いたという

L1J路澄子略伝

こうしいご澄うこたちがスイス入ったのは1945年の 1月のこと

3ヶ月4月にはウィーンが陥落している。jレシャワ

トゥーンという町のホテルにスイスでは初めベ)レンの近くヲ

る国]レマン湖畔のブベ、タろいろ不自由でもあり?

ナ」スとコック兼メイドを雇って腰を落ち着けることにした。ザワレツプルクからに;哀を借り，

さらにフベーまでヲ直線距離でも約500キロある。 500キロというと鹿児烏市から南ヘ

まで，東北へ向かえば兵庫県の赤穂辺りま

トゥ、 ン?

に相当する。冬のさ中，

をj車寸ーストリアからスイスまでの旅は大変なものだったろうと想像される。

れており 9 末っ子はまだ 3歳である。だが，登子は[私はもともとのんきですからねえjと

ている。「ャらなきゃならないとなると，迷うってことがないのよ。考えて考えて，決断したら

るのみという性格ですから l

4 

l向かえ

ってすましている。とあと

スイスでの生活が始まった。

ア

いつ日の危険はなくなったとはいうものの，のスイス入りを果たし

「‘

，-コはブベ、ミていた。そこるのか全く見当もつかない。

iまJ父j)/を据えて普通の生活を始めたのである。

はプランス系

ちをとにした。

それL」

}斗

'.io-もとれるようになり?章と

とせをさせてもらいましら送ってもらって， 1-ほっとすみ。生活費

は言う。 ったらしい。 何しゥ章は日この d点に関して

言っ'-(みれば給与の二一重払いのようなものだから

まなそう

外交官本人が本省に戻ってい

は?外務省開局以来初めて?

にさせるわけには千子かないだろう

ぎれたまま?などという

る。それでも「とにかく

いるわけで，

ゐの》守

-，-てコ /、二。ってもらえたというし〉うこと

4月25B，ベルリンはソ連された。ゲッベルスは|ベルリンむつ 2 月

を叫ぴ，

トの子供たちまで戦闘に投入された。しかし30S，ヒトラーは前日結婚したばかりのエヴ 7 ブ

と自殺。翌 5月 1日ゲッベルスも妻と 6人の子供ともども自殺。

にはヒトラ-，ごLーうJンされる。ゲッベルスは相変わら叫烈

ヒトラーウ

も思い

いたカ-)1/。デーニッツが 5月 8E!に無条件降伏して J

ミていた。 1941(昭和年の開戦後9

42 (昭和年 6月にはミッドウェイ

もままならなし

っ?こ Cτ] ノ

を慢し

になると43 (昭和に立たさ

レイテ

6月にはj中Jこ?脅しヲした。 45(昭和年になると，首都東京も
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寸亡し追えてカ~ 8月，

を主張する

とソ 日 によって敗北は

りを

やっと

は9月 2日になさ )1子

いた。しかし，相変わらず帰国のめど

は全土立たない。ヨーロソパ全土が戦後の混乱状態にありヲぞれが多少なりとも落ら着くまで

る。

日 るな はな り続く。

g 

を辞めた。「戦時中大@ あっ を出す? ということで、

まれτ

郷の|拘禁Jli:司東条内閣では開戦を避けるため

会傾げたにもかかわらずラ開戦時の外相という

あったことから親強派と見なさ

内
〆

ムd

守二、

乙二百つ の口調に

には。章も，なれなかっただろう。

主主はi

っていたのである。

出口 わけではなかった。

2月から第 5

は大分基11hに
，. 
」してしミた0 8月3卜j，

9月3E1に

正之》 ο や った。

めのi割には

であった。しかし双方とも)-~ 

としての経肢を買われたもの

ちも

301ゴド

ろ行。も7

平行

J匂

詩主

したから 9 れ℃いる ο

d、

とrrT民との間;こ立ヮて，

p 
'コ

46 (昭和年になると

ていfこ。しかしようや〈ヨ

も日 るごと

ι沿ったc ただし?この帰国の道中は(もうお話にならないくらい大変で、したよ」ということで

あるハョ、ペヨッパ各地に成っていた外交官とその家族をひとまとめに帰国させゐためにラスペイ

ンて、、m台/小

ハリ
「
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ので，澄子と子供たちを含めスイス残留者は全員船の寄港地であるイタリアのナポリで、拾っても

らうことになったO それでも，ブベーからナポリまでは900キロ以上離れている。どうにかナポ

リにたどり着き，乗るべき船はと見ると，これが廃艦になる寸前というボロ船で， 5000トンくら

いしかない。以前澄子たちが日本とヨーロッパとの往き来に利用していた船の 3分の 1以下とい

う小さきである。おまけに船長は相当な老人で これまで 1度もインド洋は航海したことがない

という人物。さすがの澄子もため息が出たそうだ。地中海はまだ掃海作業が完全には終わってお

らず，あちこちに機雷が残っている時で，快速で澄子たちの乗った船を追い越して行ったフラン

スの巡洋艦がすぐ目の前で沈没する，という事故もあった。老朽して船足が遅かったことで澄子

たちは命拾いしたわけである。沈没した船の残骸が浮かぶ海を進む時は本当に恐ろしかったと

か。この船では「毎日毎日，パエリアばかり食べさせられてうんざりした」。パエリアはスペイ

ンの名物料理で，たっぷりのオリーブオイルでいためた米に，魚、貝類などを入れ，スープで炊き

上げたものである。行自の使い方が尋常じゃないのよ。上に 1センチくらい浮いているのだか

ら。もう胸が悪くなってしまって，とっても食べられなかったわ」と澄子は言う。まだ冷凍冷蔵

庫の設備などない時代のこと，船上で午を飼っていて，途中で屠殺して食料にしながらの旅行

だったそうだが，その肉も「固いのなんのって，かめゃしない」代物，散散で、した，といまだに

恨めしげな口ぶりであった。船上では，女たちは編物，子供たちは勉強，若い人たちはコーラス

グループを作るなどして過ごした。一番時間を持て余していたのが男性諸氏で，何をやっても落

ち着かず，この時ばかりは「女に生まれてよかった。編物でも何でもすることがあるというのは

有難いこと」と思ったと，澄子は笑う。

こうして，普通なら30日程の旅に， 50日以ヒかかつて，フィリビンのマニラに到着した。マニ

ラでは，日本から迎えに来た榛名丸という船が待っていた。乗り換えて，例のスペイン船を見た

時， iこんなボロ船だったかつて唖然としましたよ，よくこんな船で無事に来れたもめだって

ね」。榛名丸でご、馳走にあず、かった nまたもち」のおいしかったことだけは忘れられない， iあん

なに嬉しいことはなかった」と言う。やっと故国へ帰れるという思いで「ぽたもち」の味も格別

だったことだろう。

1946 (昭和21)年の 3月末，船は浦賀に着いた。章と長男が出迎えに来てくれていた。ブルガ

リアで章と別れてから 3年近くたっていた。長男の顔を見るのは実に 8年ぶりのことであった。

だが，澄子たちを待っていたのは夫と息子だけではなかった。

9 

澄子たちが着いたのは以前の日本ではなく，連合軍の占領下にある日本であった。上陸はすぐ

には許されず，徹底的な調査が行われたのである。

新婚当時を過ごしたアメリカは，澄子にとって懐かしい所であった。最初の女の子は亡くした

ものの，長男が生まれた場所でもあるそのアメリカは， 1929年の大恐慌を乗り切れなかったハー

ノてート・クラーク・フーパーにかわって， 33年，フランクリン・デラノ・ローズヴ、ェルトが大統

領に就任。同じ年，首相になったヒトラーが不況の克服にファシズムの道を進んだ、のとは対照的
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る

を押し進めぐ

第 2さ

4月，ローズヴェルト

ゲ〉て_4 しに成功。

問中，

と，ハ 1)___ .シップ a トルーマンカマ去を継ぎ，

いたところ日であった。そのアメリカが，占領軍とし

とし

一連のニューディ.-)レ政策によってv、.

ちの前に立ち塞がった
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